
 

 

 

 

実際の職場だからできる貴重な経験を積むことができました 

 ６組３年生 職場実習 １１月２７日（月）～１２月１日（金） 
 

１６組１・２年生が鎌倉校外学習に行く同じ週、１１月２７日（月）から５日間、６組３年生は、職場実

習を行いました。実習にあたり、ご協力をいただきました事業所の皆さま、ありがとうございました。 

実習に先立ち、実習先調べ、実習での目標決め、挨拶等マナーの練習など、事前準備を行い、当

日に臨みました。実際の実習では、事業所の方々にご指導いただき、だんだんと業務に慣れていくこ

とができ、困難なこともありましたが、実際の職場だからできる貴重な経験を積むことができました。 

 

６組では、３年間を通じて次のような力を身に付けることを目標に掲げています。今回も、こうした視

点をもって実習に取り組んでいました。 

 

・他者と関わりながら、社会生活を送る力 

 （相手に伝わる挨拶・返事、感謝の気持ちを伝える、社会に認められる形で意思表示ができる） 

・自分の長所や特長を理解し、勤労の場で発揮する力 

 （目標達成に向けて継続した努力すること、周囲と協力して仕事に取り組むことができる） 

・困難を乗り越え、自分の役割を遂行する力 

 （困ったときに自分から助けを求めること、担当した仕事を最後まで責任をもつことができる） 

・自分の将来を設計していく力 

（知識や経験等をもとに自分の意思で将来像を描き続けることができる） 

 

これらは、社会に生きていくうえで、大切な事柄です。ですから、たとえば、３年生の「面接」ではど

んなことを話せばいいのか、２年生の「勤労留学」ではどのように仕事に取り組めばいいのかなど、こ

の視点で考えると自ずとみえてくるのではないでしょうか。もぜひ、参考にしてほしいと思います。 
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３年生不在のなか、協力して班での行動をやり遂げることができました。 

 ６組１・２年生 鎌倉遠足 １１月３０日（木）  
 

１１月３０日（木）、６組では１・２年生だけで校外

学習を実施しました。今回は、班ごとにコースを作

成し、それに従って見学地を巡る班行動を行いまし

た。当日は、この時期にしては暖かく、また天候にも

恵まれ、屋外での活動には絶好の日和でした。 

 

１班：由比ヶ浜、長谷寺方面 

２班：報国寺、浄妙寺方面 

３班：銭洗弁天、佐助稲荷方面 

 

６組では、日頃は３年生が手本となり活動することが

多いのですが、この日は３年生が職場実習期間中で不

在でした。そうしたなか、今回は２年生がリーダーとなり、

班での行動に取り組みました。また、移動手段も、貸し切

りバスではなく、日暮里舎人ライナー等の公共交通機関

を使用、朝の通勤ラッシュ等により乗り降りが予定してい

た通りに行かない場面もありましたが、大きく遅れること

もなく、ほぼ時間どおりに活動することができました。 

 

 

昼食前の１２時３０分に全班一旦鶴岡八幡宮に集合する計

画も、どの班も遅れることなく集合することができました。ど

の班も協力して行動することができ、１・２年生による活動と

して成果のあった校外学習となりました。 

 

 

 

「福祉」について、体験的に学ぶことで、理解を深めることができました。 

 １年 福祉体験学習会 １２月１５日（金）  
 

本年度、１年生は、総合的な学習の時間を使い、“福祉”

についての学習に取り組んでいます。１１月には、「『フクシ』

ってなんだろう？」をテーマに、東京都福祉人材センターの

方による福祉学習講演会を実施しました。その後、「ボラン

ティア」や「ユニバーサルデザイン」についての学習に取り

組んできました。そして今回は、「福祉体験学習会」を行い

ました。 



１２月１５日（金）、１・２組と３・４組とで交代しながら、２

F アリーナ会場で「ボッチャ体験」を、１F 武道場会場で

「疑似体験」を実施しました。「疑似体験」では、装具を使

っての「高齢者」「妊婦」「視覚障害者」の疑似体験をしま

した。アイマスクやおもり、サポーター等を実際に装着して

みると、いかに身体の動きが制限されるかを身をもって知

ることができ、どんな支援や配慮が必要なのかも実感をも

って理解することができました。 

 

「ボッチャ体験」では、チームに分かれ、対抗戦を行いま

した。“投げる”だけの簡単な競技のようですが、状況に応

じて作戦を組み立てていく奥深さがあり、白熱した競技会

になりました。こうした、年齢・性別・障がいに関わらず、す

べての人が一緒にできる競技の可能性と楽しさを知るこ

とができました。 

 

本校では、「外部人材等の活用により、指導内容を高めることで、教育活動の充実を図る。」ことを

学校経営方針の重点目標に掲げて、教育活動を行っています。実施にあたり、競技資材・装具等を

荒川区スポーツ振興課、日本赤十字社東京都支部青少年ボランティア課よりお借りしました。また、

ボッチャの会場設営・競技運営では、荒川区スポーツ推進委員の方々にご準備・ご指導等いただき

ました。誠にありがとうございました。 

 

熊野前駅前で、協力を呼びかけました。 

 歳末たすけあい・地域福祉募金 街頭募金参加 １２月６日（水）  
 

歳末たすけあい運動は、「赤い羽根共同募金運動」とと

もに『共同募金』の一環として、毎年１２月に全国一斉に行

われます。この度、荒川区社会福祉協議会による街頭募金

が熊野前駅前で行われるということで、本校ボランティア防

災部が協力させていただきました。 

１２月６日（水）１７時から、社会福祉協議会の方々といっ

しょに、熊野前駅前で街頭募金活動を行いました。家路を

急ぐ人たちが行き交うなか、八幡中の生徒たちが「募金へ

の協力、お願いしまーす！」と大きな声で呼びかけをしまし

た。おかげさまで、約１時間の活動でしたが、多くの方々に

ご協力いただくことができました。 



この「歳末たすけあい運動」で集められた募金は

その全額が募金を集めた地域に配分されて使われ

るという、大変地域性の高い募金だそうです。尾久地

区は本校にとって“地元”であり、私たちにとっても、

自分たちの力で地域をよくしていく活動であるともい

えます。これからも、こうした活動を通じて地域に貢献

できればと思います。今回、参加協力してくれたみな

さん、ありがとうございました。 

 

募金ボランティアに参加してくれた生徒 

１年生 

 遠藤 李江さん 

２年生 

 菅原 瑚紋さん、加藤 美咲さん、大坂幸之亮さん、 

鈴木 晴吾さん、加藤 陽菜さん、布施 美佳さん 

 

 


